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「参加表明など絶対に許さない‼」
TPP交渉参加断固阻止・釧路地区総決起大会

六
月
九
日
、
釧
路
市
耐
震
旅

客
船
岸
壁
（
釧
路
フ
ィ
ッ
シ
ャ

ー
マ
ン
ズ
ワ
ー
フ
Ｍ
Ｏ
Ｏ
に
隣

接
）
で
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
断

固
阻
止
・
釧
路
地
区
総
決
起
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

釧
路
管
内
の
農
協
、
漁
協
、

森
林
組
合
、
農
民
連
、
商
工
会

議
所
、
消
費
者
協
会
、
ト
ラ
ッ

ク
協
会
、
連
合
な
ど
14
団
体
か

ら
な
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
断
固

阻
止
釧
路
地
区
実
行
委
員
会
が

主
催
、
Ｊ
Ａ
釧
路
地
区
青
年
部

協
議
会
や
Ｊ
Ａ
釧
路
地
区
女
性

協
議
会
、
よ
つ
葉
乳
業
㈱
根
釧

工
場
な
ど
16
団
体
が
共
催
し
、

集
ま
っ
た
千
六
百
人
以
上
の
参

加
者
が
交
渉
参
加
の
断
固
阻
止

へ
向
け
、
「
オ
ー
ル
釧
路
」
の

思
い
を
訴
え
ま
し
た
。

実
行
委
員
長
の
河
村
信
幸
氏

（
釧
路
地
区
農
協
組
合
長
会
々

長
）
は
、「
交
渉
に
参
加
す
れ
ば
、

第
一
次
産
業
ば
か
り
で
な
く
、

関
連
企
業
及
び
地
域
経
済
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
私
達
は

一
丸
と
な
り
、
反
対
の
声
を
中

央
へ
届
け
よ
う
‼
」
と
強
く
訴

え
ま
し
た
。

ま
た
地
元
代
議
士
5
名
か
ら

も
、
反
対
の
姿
勢
を
明
確
に
し

た
挨
拶
が
あ
っ
た
他
、
「
Ｔ
Ｐ

Ｐ
交
渉
参
加
阻
止
を
実
現
す
る

ま
で
、
不
退
転
の
決
意
で
運
動

し
て
い
く
‼
」
と
す
る
大
会
決

議
（
左
記
）
を
満
場
一
致
で
採

択
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
釧
勝
地
区
漁
協
青

年
部
連
絡
協
議
会
の
梅
津
拓
巳

副
会
長
の
音
頭
で
頑
張
ろ
う
‼

を
三
唱
し
、
交
渉
参
加
断
固
阻

止
へ
全
力
を
尽
く
す
姿
勢
を
示

し
ま
し
た
。

大
会
終
了
後
は
幣
舞
橋
か
ら

釧
路
駅
前
迄
、
ト
ラ
ク
タ
ー
を

先
頭
に
デ
モ
行
進
し
、
シ
ュ
プ

レ
ヒ
コ
ー
ル
を
繰
り
返
し
な
が

ら
「
断
固
阻
止
‼
反
対
‼
」
を

強
く
訴
え
ま
し
た
。

参加者全員でガンバロウ三唱‼
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昨年11月、野田総理は、「交渉参加に向けて関係各国との協議を開始する」
と表明し、「各国が我が国に求めるものについて、さらなる情報収集に努め、
十分な国民的議論を経た上で、あくまでも国益の視点に立ってＴＰＰについ
ての結論を得る」との方針を示した。

しかしながら、政府は情報収集に努めるどころが政府方針も確立すること
なく、前のめりに事前協議に臨むとともに、外交機密を理由に交渉参加に有
利な情報しか開示しないなど、極めて不適切な対応を取るばかりである。

こうした中、４月末の訪米の折には交渉参加表明は行わなかったものの「前
進させる」という表現のとおり、前のめりの姿勢は崩しておらず、６月18～
19日に開催されるＧ20サミット時での日米首脳会談が最大の山場になるこ
とが想定される。

政府は、ＴＰＰに関する情報開示を徹底するとともに、事前協議に臨む方
針について公平・公正な国民的議論の場を設定し、国益の視点に立った具体
的で責任ある判断基準を示すことは国民の当然の権利であり、８割の都道府
県・市町村議会がＴＰＰ交渉参加に慎重・反対の決議を行っていることを真
摯に受け止めるべきである。

国民の安心・安全な暮らしの確保や食糧自給率向上につながらないことは
もちろん、長い時間をかけて築き上げた我が国の文化、日本人の価値観・倫
理観までもが崩れてしまう恐れのあるＴＰＰには絶対反対であり、断固とし
て認めることはできない。

本日、ここに参集した多くの仲間とともに、将来に禍根を残すことのない
ようTPP交渉参加阻止を実現するまで不退転の決意で運動していく我々の
主張への理解と賛同を強く訴えるものである。

　　平成２４年６月９日
ＴＰＰ交渉参加断固阻止釧路地区総決起大会

大 会 決 議
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カメラ

アングル第45回 鶴居村家畜共進会

入 賞 牛 一 覧 表
グランドチャンピオン
ミステイ サンブルー ハーバート 松下　雅幸 鶴居

未 経 産 最 高 位 ヒンペル AKBN 4080 アイオーン (農)清和農場 鶴居
準最高位 A オラホーム アルドルフ ロス マナー RED 安藤　　功 幌呂

経　　産 最 高 位 ミステイ サンブルー ハーバート 松下　雅幸 鶴居
準最高位 OP アドベント ローザ RED 植田　紘史 幌呂

審査員：藤田　功 氏

六
月
六
日
、
鶴
居
村
家

畜
共
進
会
場
で
、
第
四
十

五
回
鶴
居
村
家
畜
共
進
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

鶴
居
及
び
幌
呂
地
区
か

ら
計
三
十
八
頭
の
乳
牛
が

出
陳
さ
れ
、
審
査
員
は
、

㈳
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
北
海

道　
改
良
部
乳
牛
改
良
課

長　
藤
田
功
氏
が
務
め
ま

し
た
。
ま
た
、
デ
ー
リ
ィ

プ
リ
ン
セ
ス
は
、
釧
路
地

区
農
業
共
済
組
合
西
部
事

業
セ
ン
タ
ー
鶴
居
家
畜
診

療
所
獣
医
師　
米
澤
美
沙

さ
ん
が
務
め
、
共
進
会
に

花
を
添
え
ま
し
た
。

１
部
か
ら
９
部
ま
で
の

審
査
が
行
な
わ
れ
た
中
、

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

に
は
、
鶴
居
・
松
下
雅
幸

氏
の
出
品
牛
ミ
ス
テ
イ 

サ
ン
ブ
ル
ー　
ハ
ー
バ
ー

ト
（
９
部
３
歳
経
産
ク
ラ

ス
）
が
み
ご
と
選
出
さ
れ

ま
し
た
。

主
な
入
賞
牛
及
び
出
品

者
は
表
の
と
お
り
で
す
。

部 結　果 名　　　　　　　号 出　品　者 地区

1部
1等1席 マツチヨ スター アツド グローリア デリア 松下 　雅幸 鶴居
1等2席 インクリースフイールド ジユラルデン テンプ イースト 増田 　一真 鶴居

2部
1等1席 A エベレーション アランドウー RED 安藤　　功 幌呂
1等2席 SP ルイスデール リリー サーマン ET (農)高橋農場 鶴居
1等3席 アワープライド シド ブルーミン 植田　紘史 幌呂

3部 1等1席 ヒシヌマフアーム S ダンデイー アイデアル ㈲菱沼ファーム 鶴居

部 結　果 名　　　　　　　号 出　品　者 地区
4部 1等1席 ヒンペル AKBN 4080 アイオーン (農)清和農場 鶴居
6部 1等1席 A オラホーム アルドルフ ロス マナー RED 安藤　　功 幌呂
7部 1等1席 SGT ペパーズ ジユリアン プロール (農)高橋農場 鶴居
8部 1等1席 OP アドベント ローザ RED 植田　紘史 幌呂
9部 1等1席 ミステイ サンブルー ハーバート 松下　雅幸 鶴居
10部 1等1席 TKS プリプリ サンバレー 清水　武志 鶴居
11部 1等1席 セイワ インクリーゴールドウイン メード ET (農)清和農場 鶴居
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白糠・音別支所合同家畜共進会

入 賞 牛 一 覧 表

グランドチャンピオン
YKT エビデール ルージユ ㈱大坂ファーム 音別

リザーブグランドチャンピオン
KWF エレガンス アドベント イライシヤ ㈱敬和ファーム 音別

ジュニアチャンピオン
ライズアツプ ブライト アイ メダリスト 芳澤　顕一 白糠

リザーブジュニアチャンピオン
ライズアツプ サム マーシヤー アイオーン 芳澤　顕一 白糠

部 結果 名　　　号 出 品 者 地区

1部
1等1席 ライズアツプ ブライト アイ メダリスト 芳澤　顕一 白糠
1等2席 KWF ストーム リー ブラクストン ㈱敬和ファーム 音別

2部
1等1席 カリーナ SH アナンテイ ウイン ET 松田　浩二 白糠
2等1席 リーダー シーバー ローリン 田井　克廣 音別

3部
1等1席 ライズアツプ サム マーシヤー アイオーン 芳澤　顕一 白糠
2等1席 ウツズスター テキーラ アレキサンダー ローズ ET 林　　稔幸 白糠

4部
1等1席 ヘイチヤン ベツス DM アイオーン 伊深　洋平 白糠
2等1席 KWF クレセント キアンヌ ステイシヨン ㈱敬和ファーム 音別

5部 1等1席 ウツズスター ゲツケイ クライスト シヨツク 林　　稔幸 白糠
6部 1等1席 ウツズスター ダイアモンド ハートフル 林　　稔幸 白糠

7部
1等1席 KWF エレガンス アドベント イライシヤ ㈱敬和ファーム 音別
2等1席 ヘイチヤン ハーレム ゴールド デユツク 伊深　洋平 白糠

8部 1等1席 アドミラル カリスマ エース 松田　浩二 白糠

9部
1等1席 YKT エビデール ルージユ ㈱大坂ファーム 音別
2等1席 フユーチヤーツリー ダイオン ドリームズ 對木　隆司 白糠

10部
1等1席 トリプル セプテンバー ブローカー 細谷　　智 白糠
2等1席 IND ダーハム タント ET 細谷　　智 白糠

入 賞 馬 一 覧 表
最 高 位 賞 夢　皐　月 小野田 喜一（音別）
準 最 高 位 賞 華　永　姫 山田 恵理実（白糠）

部 順位 名　号 出 品 者（地区）

2部
(1歳・雌)

1等1席 華永姫 山田 恵理実（白糠）
2等1席 紗　耶 二谷　 幸裕（音別）
2等2席 永　豊 松野　 　譲（白糠）

4部
(3歳以上
雌子付)

1等1席 夢皐月 小野田 喜一（音別）
2等1席 栄　姫 江崎　 勝三（白糠）

六
月
八
日
、
白
糠
町
共

進
会
場
で
、当
Ｊ
Ａ
白
糠
・

音
別
支
所
合
同
家
畜
共
進

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

乳
牛
の
部
は
、
白
糠
・

音
別
か
ら
計
三
十
四
頭
が

出
品
さ
れ
、
帯
広
市
の
酪

農
家 

野
原
幸
治
氏
が
審

査
に
あ
た
り
ま
し
た
。
ま

た
、
デ
ー
リ
ィ
ク
イ
ー
ン

は
、
釧
路
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
釧
路
中
西
部
支

所 

普
及
職
員
の
森
万
菜

実
さ
ん
が
務
め
ま
し
た
。

そ
し
て
、
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
に
は
、
音
別
・

㈱
大
坂
フ
ァ
ー
ム
の
出
品

牛
Ｙ
Ｋ
Ｔ　
エ
ビ
デ
ー
ル　

ル
ー
ジ
ユ
（
９
部
経
産
４

歳
ク
ラ
ス
）
が
み
ご
と
に

選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

馬
の
部
は
、
計
九
頭
が

出
品
さ
れ
、
釧
路
農
協
連

生
産
振
興
課
長 

斉
藤
晃

一
氏
が
審
査
員
を
務
め
ま

し
た
。
そ
し
て
、
音
別
・

小
野
田
喜
一
さ
ん
の
出
品

馬
「
夢
皐
月
」
が
み
ご
と

最
高
位
賞
に
選
ば
れ
ま
し

た
。主

な
成
績
及
び
出
品
者

は
表
の
と
お
り
で
す
。

4



理　事　会　報　告
6月定例理事会　平成24年6月22日（金）
報告事項 
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．定期監査（第１四半期末）報告について
４．５月末財務状況について
５．事業の実施処理状況について
６．ＪＡバンク基本方針に基づく報告について

付議事項 
議案第１号　 融資の承認について

議案第２号　 固定資産の取得について
議案第３号　 役員報酬の配分について
議案第４号　 諸規程の一部変更について
議案第５号　 信用事業方法書の一部変更について
　※以上全件原案通り承認されました。

その他協議事項 
１．第26回ＪＡ全国大会議案の組織協議について

六
月
二
十
六
日
、
当
Ｊ

Ａ
本
所
で
、
外
国
人
（
フ

ィ
リ
ピ
ン
）
実
習
生
受
入

対
面
式
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。外

国
人
実
習
生
受
入
制

度
は
、
技
能
実
習
を
通
し
、

日
本
の
酪
農
技
術
を
取
得
、

実
習
生
母
国
の
酪
農
業
発

展
に
寄
与
し
、
日
本
の
文

化
に
ふ
れ
る
こ
と
で
日
本

国
に
対
し
正
し
い
理
解
を

深
め
、
国
際
貢
献
に
役
立

て
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

取
り
組
み
で
す
。

外
国
人
研
修
生
受
入
協

議
会
々
長
・
竹
中
憲
之
氏

か
ら
挨
拶
が
あ
っ
た
後
、

今
回
受
け
入
れ
を
す
る
幌

呂
二
農
場
の
代
表
者
が
、

三
名
の
実
習
生
と
対
面
し

挨
拶
を
交
わ
し
た
ほ
か
、

実
習
期
間
に
向
け
た
心
構

え
な
ど
に
つ
い
て
情
報
交

換
し
ま
し
た
。

受
け
入
れ
農
場
及
び
実

習
生
に
と
り
ま
し
て
、
意

義
の
あ
る
実
習
期
間
と
な

る
よ
う
ご
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

外国人実習生受入対面式を実施
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釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより

乳
房
炎
の
多
く
は
乳
頭
口
か
ら
細
菌

等
が
侵
入
す
る
こ
と
で
感
染
し
ま
す
。

搾
乳
時
に
は
乳
頭
口
が
開
き
細
菌
の

侵
入
が
し
や
す
い
状
態
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
搾
乳
手
法
に
よ
る
予
防
が

重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

搾
乳
時
に
細
菌
の
侵
入
を
さ
せ
な
い

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

一　

乳
頭
を
キ
レ
イ
に

乳
頭
先
端
の
拭
き
取
り
不
足
は
多
く

見
ら
れ
ま
す
。
乳
頭
先
端
を
丁
寧
に
拭

き
ま
し
ょ
う
。

◆ 

プ
レ
デ
ィ
ッ
ピ
ン
グ
を
行
わ
な
い
手

法
の
場
合

前
搾
り
の
後
に
殺
菌
剤
入
り
の
温
水

に
浸
し
た
タ
オ
ル
で
丁
寧
に
乳
頭
清
拭
、

ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
等
の
乾
い
た
布
で
水

分
を
取
り
除
き
ま
す
。

〈
乳
頭
清
拭
の
際
に
は
〉

・
タ
オ
ル
は
頭
数
分
以
上
用
意

・
一
頭
一
布
以
上
使
用

・ 

使
用
済
み
の
タ
オ
ル
は
別
の
牛

の
清
拭
に
使
わ
な
い
。
未
使
用

と
は
別
の
容
器
に
入
れ
る
。

◆
プ
レ
デ
ィ
ッ
ピ
ン
グ
の
場
合

前
搾
り
の
後
に
プ
レ
デ
ィ
ッ
ピ
ン
グ

を
行
い
、
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
で
拭
き
取

り
ま
す
。
牛
体
が
汚
れ
て
い
る
場
合
、

拭
き
取
り
が
不
十
分
と
な
る
た
め
（
写

真
１
）
、
牛
体
を
キ
レ
イ
に
保
つ
管
理

が
必
須
と
な
り
ま
す
。

二　

乳
頭
を
傷
ま
せ
な
い

乳
頭
が
傷
む
と
細
菌
の
侵
入
が
防
げ

な
く
な
っ
た
り
、
傷
口
に
細
菌
が
増
え
、

感
染
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

〈
搾
乳
で
乳
頭
が
傷
む
要
因
〉

・
過
搾
乳

・
ラ
イ
ナ
ー
ス
リ
ッ
プ

・
殺
菌
剤
の
濃
度
が
高
す
ぎ
る

（
一
）
過
搾
乳
を
避
け
る 

過
搾
乳
に
よ
る
乳
頭
の
傷
み
を
避
け

る
た
め
に
は
ミ
ル
カ
ー
の
着
脱
の
タ
イ

ミ
ン
グ
が
重
要
で
す
。

◆
ミ
ル
カ
ー
着
脱
時
の
目
安

・ 

装
着
は
乳
頭
刺
激
か
ら
一
〜
一
分
半

後
に
行
う

・
離
脱
は
乳
頭
刺
激
か
ら
五
分
程
度

・ 
マ
シ
ン
ス
ト
リ
ッ
ピ
ン
グ
を
な
る
べ

べ
く
し
な
い

・ 
離
脱
の
時
は
真
空
を
解
除
し
て
か
ら

一
呼
吸
置
き
外
す
。

（
二
）
ラ
イ
ナ
ー
ス
リ
ッ
プ
に
要
注
意

ラ
イ
ナ
ー
ス
リ
ッ
プ
が
起
き
た
ら
速

や
か
に
直
す
と
共
に
次
の
事
に
も
留
意

し
ま
し
ょ
う

◆
ラ
イ
ナ
ー
ス
リ
ッ
プ
対
策

・ 

ミ
ル
カ
ー
装
着
前
の
乳
頭
は
乾
い
た

布
で
拭
き
乾
か
す
。

・ 

一
頭
搾
り
終
え
る
毎
の
ラ
イ
ナ
ー
の

洗
浄
を
し
な
い
。

・ 

ミ
ル
カ
ー
の
移
動
時
に
は
ク
ロ
ー
を

持
ち
生
乳
が
逆
流
し
な
い
よ
う
に
運

ぶ
。（
写
真
２
）

乳
房
炎
を
予
防
す
る
に
は
適
正
な
搾

乳
手
法
を
日
々
継
続
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
地
道
で
も
儲
け
に
つ
な
が
る
技

術
と
考
え
積
極
的
に
と
り
く
み
ま
し
ょ

う
。（

平
成
二
十
四
年
七
月
）

〜
搾
乳
時
の
乳
房
炎

感
染
を
防
ご
う
〜

写真２　クローの持ち方

写真1　プレディッピング後の乳頭の汚れ
後躯がやや汚れていた牛に対し、前搾り→
プレディッピング→30秒→拭き取りの手順
で行った後に拭き取ったもの。

図１　乳頭の拭き取り方

乳頭口も丁寧に拭き取
りを！少なくとも３回
は実施を。

斜め下にねじりながら
拭くとシワの間の汚れ
も落ちやすい。少なく
とも３回は実施を。

搾乳後のディッピング
もしっかり根本まで行
うのを忘れずに！
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編 集 後 記
EDITOR’S NOTE

□  ＴＰＰ交渉参加断固阻止釧路地区総決起大会に参加し、私達の生活を根底か
ら変えてしまうＴＰＰには、今後とも断固として反対の意思を貫き通すとと
もに、声を大にして叫び続けた私達の訴えを、参加阻止が実現するまで継続
していく必要があると強く感じました。

□  これから夏本番の時期ですが、天候不順な日が続いております。５月から６
月の少ない日照時間と気温の低さで、デントコーンの生育は若干遅れており
ますが、良質粗飼料確保に向け、今後の安定した天候を期待しております。

■平成24年度 　生乳生産実績（6月）

月計乳量（kg） 6月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 8,556,634.4 101.0 25,743,453.7 101.2

（鶴居地区） 2,908,495.5 104.6 8,712,067.1 105.4

（幌呂地区） 2,190,772.3 98.1 6,707,832.6 98.4

（白糠地区） 1,978,663.6 96.0 5,885,669.5 96.3

（音別地区） 1,478,703.0 105.8 4,437,884.5 104.3

管 内 計 45,975,266.5 100.9 136,508,880.5 100.5

（前年度管内計） 45,584,538.3 135,845,478.9

家畜販売市況情報 
乳　牛  24年7月1日現在
□予想相場 （単位：千円）

種　別　
　規　格

登　　録　　牛

上 中

育成（８～ 12ヶ月） ２８０　　　～　　　２２０

初　　　　妊 ５００～４６０ ４６０～４３０

経
産

２ 産 ～ ３ 産 ３５０　　　～　　　３００

４ 産 ～ ５ 産 ３００　　　～　　　２５０

初生とく  24年7月16日現在

初
生
と
く

規　　格 単　　価

６１㎏～７０㎏ 都度協議

４５㎏～６０㎏ ８５０円/㎏

４０㎏～４４㎏ ７５０円/㎏

（提供／ホクレン釧路支所）

黒毛和種 24年６月12日音更市場 （価格：円・体重：㎏）

畜種 性別 成立頭数 最高価格 最低価格 平均価格 平均体重 体重単価

肉
素

メス 614頭 685,650 116,550 352,921 291 1,213 

去勢 865頭 602,700 170,100 435,319 312 1,397 

（提供／ホクレン帯広支所）

６月号の７・８頁、ＪＡくしろ丹頂組織機構図の中で二ヶ所、間違いがございました。
お詫び申し上げますとともに、改めて訂正させて頂きます。
（７頁）購買部　生産資材課　　→（誤）菊地　　仁　　（正）係長　菊地　　仁
（８頁）幌呂支所　金融共済課　→（誤）金森　影美　　（正）金森　彰美

お詫びと訂正


